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「考える・書く・伝える」

基本方針

千赤スタンダードの「考える・書く・伝える」に基づいて基礎学力

の定着を中心に生徒が「わかった」と実感する授業をめざす。

各教科において重点的に意識してくことは、昨年度と同様「考える・書く・伝える」。同じスローガンを
続けることで継続的な学力向上を目指す。
その中で、各授業づくりで意識して
①「授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある」
②「授業中，自分の意見や考えを伝える場面がある。」
③「授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりしている」
④「授業中，これまで学習した内容や今の学習に関連のある内容を振り返る機会がある」
⑤「授業中，本時のめあてが提示され、学習内容や授業の目的がわかるようになっている。」
の5項目を達成できる授業づくりをする。



思考・判断・表現の力をつけたい

昨年度の反省

各教科がふり返って

思考・判断・表現等を伸ばすための基礎的な学力を上げていく

必要がある。

⇒例：語彙力、計算力、

思考・判断・表現等の力をつけることは引き続き意識したい。



チャレンジテストの得点率

今年度の共通指針

大阪府チャレンジテストの「知識・理解」の得点率の

大阪府との差の経年変化。

思考・判断・表現等や全体の得点率も見ていく。

現３年生は１～３年生のデータを分析
現２年生は１～２年生のデータを分析

※２年生は１月実施



授業参観ウィーク

3週間で1人以上の先生の授業を見に行き、学んだことを1枚のスライ
ドにする。
【書くこと】 
見学した日程時限・教科・先生の名前
『「考え・書く・伝える」による基礎学力の向上』を基にした授業
を行うにあたって学んだ点
それ以外の点で学んだところ
授業者に向けての感想

授業改善に向けて



先生方に向けて

　先生方の授業を見学に行ったことを通信にして発信

し、参考にしてもらうことで授業改善に向かう人を少し

でも増やしたいという思い。

　担当者が学んできたことを発信して先生方の授業改善

に少しでも役立ててもらいたいという思い。

　先生方が学ぶ意欲を出していただきたいという思い。　
　

SE通信の発信





各教科での取り組み（一例）
「知識・理解」を定着させることを意識した授業

国語 社会 数学 理科 英語

漢字勉強5分→漢字
小テストを繰り返
し行う。
チャレンジテスト
前は、合格点を取
れるまで同じ小テ
ストを繰り返し行
う。

・「めあて」と「ふり
かえり」の徹底を習慣
にし、意識を持ち学習
に取り組む。
・一つの解法だけでな
く、他の解き方を模索
しながら、より良い方
法を考える。
・授業の始めに計算ド
リルをやり、計算力を
定着させている。

やったらできる！と
思わせるスモールス
テップと定期テス
ト。
授業でチャンスを活
かして既習事項を復
習。
宿題や実力テスト、
小テストなどを活用
た繰り返し学習。

•ページごとの単語
テスト、やり直し
提出。
•文法学習時にワー
クシートを使い、
練習問題。
•シャドウイングで
の音読。　　など

・各単元の初めにキー
ワードを調べ、テスト
をしている。
・単元ごとに単元テス
トを行い、「自分の点
数に納得のいかなかっ
た人が追試を受けるこ
とができる。知識を抜
き出し組み立てて文章
を作るQNKSをとり入
れている。



「知識・理解」を定着させることを意識した授業

音楽 美術

各教科での取り組み（一例）

保健体育

ICT（授業スライド）の活
用。授業プリントの内容と
スライドの内容を完全に一
致させることで、書くべき
場所と内容を分かりやすく
提示している。

鑑賞授業をした後、夏休みの
宿題などでパソコンなどを使
って自分で調べて、文字だけで
なく絵や図も使って、わかり
やすく、見やすくレポートを
仕上げる。

教科書に、ライン　⇒　
授業の最後にチェック質
問

知識を授業で教えたのちの授
業で、自分で何が重要かを考
えてノートに記入。その後、
生徒同士で口頭で問題の出し
合いをして知識の定着をさせ
ている。授業の冒頭で教師か
ら一斉に復習の問題も口頭で
行う。

技術・家庭

プリントの開いている部
分を自分で教科書から探
し出し埋める。
わかりやすく、図で示し
たりする工夫をしてい
る。



各教科での取り組み（一例）
「思考・判断・表現等」を養うことを意識した授業

国語 社会 数学 理科 英語

・物語を読む際に
は、キーワードを
固定して感想を書
かせたり、物語を
色で表現したりす
る授業を入れてい
ます。併せて理由
も考えさせる

・授業中の発言で
も、授業プリント
でも「なんで？」
を多用

・答えの正解は勿論
だが、そこに至るま
での過程にこだわ
る。
・生徒同士で教え合
うよう声掛けしなが
ら見守る。

・とにかく考えて書
く課題に取り組む。
興味を持てたり取り
組みやすい多答の課
題になるように意識

•ALTを中心とした授業
での言語活動。
与えられた課題での英
作。
•スモールトークで自分
のことを話す。　など・答えが教科書に書

いていないような問
を設定し、友達と相
談したり、自分で考
えないと出来ないよ
うな問題を解くよう
にさせている。

・各単元で教科書で
設定されている「探
Q」を仮説→実験→
結果→考察の流れを
提携にしている。
・１年に１回自分で
課題を設定して解決
する「探究」活動を
実施している。



「思考・判断・表現等」を養うことを意識した授業

各教科での取り組み（一例）

音楽 美術 保健体育

（音楽の鑑賞の授業にお
いて）知覚したことと感
受したことを関わらせて
感想を書く際に、言語化
の手助けとなる音楽的語
彙力を補強するためのシ
ート（語彙一覧）を渡
し、参考にさせている。

制作を行うこと。（特に立体作品）
（例：粘土などを使って人物を作る授
業。課題の一つとして躍動感を表現す
る）
自分で何を作るのかを考える。題名を決
める。どのように表現したいのかを考え
させながらものを作る。いろんな視点か
ら「モノ」をじっくり見ることで、表現
方法、材料の使い方を考えて、実際に制
作を進める。作ったものを自分の目で確
認しながら、どうしたらよくなるか考え
て積み重ねていくことができる。振り返
り、まとめも書く。

・「短距離走のタイムを上げるた
めには、どうしたらいいだろ
う？」と考える時間を作ってい
る。
・実技の内容も授業でワークシ
ートを実施し、考えを表現でき
るよう工夫いている。実技の授
業では、プレイを止めて「どの
ようにプレイしたらうまくいく
か」「どのような視点を持つとプ
レイしやすいか」をディスカッ
ションする場面もある。

技術・家庭

・周りと相談しながら
実習に取り組む



成果と今後の課題
知識をつけるためには課題を「くり返し学習する機会」を
授業や提出課題で設けることが有効である。
チャレンジテストだけではなく総合的に学力の定着を分析
する必要もある。
教科によっては知識の定着ができてきているのでこれから
思考力を高める授業にも重点をおいて行っていきたい。
定着できていない教科では、他教科から学び、生徒が知識
定着できる手立てを考え、実行する。
「未来プラン」との関わりを考えながら研究課題を設定し
ていく。(コミュニケーション力？)



ありがとうございました。


